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紅葉にはまだ早いですが、コスモスやそばの花が各地で咲き始めているようです。
読書の秋、食欲の秋・・・皆さんはどのようにこの季節を楽しみますか？
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 ●　「笑い」について
　「笑う門には福来る」ということわざがありますが、ユーモアをもって患者をサ
　ポートしているお医者さんで映画にもなった「パッチ・アダムス」のように、笑
　うことは健康に大いに貢献してくれます。

　生きていくうえで、ストレスは避けられないもの。ストレスフルな状況では、体
　の免疫力や抵抗力を高める細胞の活性が弱まり、ストレス要因が除かれるとこの
　細胞の活性が上昇する、つまりは免疫力や抵抗力が高まる、という研究がありま
　す。そして、「笑い」を用いた実験では、漫才などでおおいに笑った後では、こ
　の細胞の活性は上昇する、という結果がでています。ストレスを絶って、笑うこ
　とで、体の免疫力や抵抗力は上昇し、より健康になる、というものです。

　アメリカデューク大学医療センターでは、ボランティアが笑える本やビデオなど
　を載せたカートをもって病室を巡るというサポートも行っているそうです。
　http://www.cancer.duke.edu/patients/ort.php

　また、「日本笑い学会」という笑いを研究している学会も存在します。
　http://www.age.ne.jp/x/warai/
　斉藤茂吉の次男で精神科医の斉藤茂太氏は、「笑いは百薬の長。心に遊びがないと
　笑いは生まれない。笑うと人間は若くなる。」と「一笑一若」を唱え、人生70点主義
　が丁度いいと、これを実践している、とのこと。

　この秋に、笑い文化の落語（泣ける人情ものもありますが）やユーモアたっぷりの
　アメリカンジョークに触れてみるのはいかがですか。
　http://www.americanjoke.com/
　http://www.rakugo-kyokai.or.jp/Top.aspx　
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
● 私のセカンドステップ
　このコーナーでは、毎号レッスン１から順番に、レッスンで実践者が学んだこと、
　感じたこと、工夫してみたこと、レッスン中の子ども達の発言や様子、レッスン後
　の子ども達の変化など、そのレッスンにまつわることを寄せていただき、皆さんで
　セカンドステップでの経験を共有、共感できる場にしていきたいと思います。

　レッスン１０「自分の気持ちを伝える」

　◇　秦野親子塾　金子歌子さんからの投稿です。　◇

　　レッスン１０「自分の気持ちを伝える」の行動目標は、「わたしは／ぼくは
　　・・・されると、・・・な気持ちになる」ということ。これは、怒鳴ったり、
　　押したりしないで、安全に自分の気持ちを伝える言い方。親子塾のお母さん
　　たちには、「お互いに相手の情緒的な反応に気づくことができる言い方（あ
　　るいは行動）でもある」と伝えております。

　　９月２０日のレッスンの後半３０分は、お母さんたちの振り返りの時間で、
　　子どもたちはレッスンの指導者と共に遊ぶ時間。４歳児のＴくんと５歳児の
　　Ｍちゃんがブロックで遊んでいるが、Ｍちゃんはブロックの数が少なくて、
　　目的のものが作れずに困っていました。指導者がＭちゃんに、「こんなとき、
　　自分の気持ちを何て言えばいいかしら」と促すと、すかさずＭゃんは「わ
　　たし、もう少しブロックが欲しいの。ブーツの長いところにブロックが使え
　　ないので困っているの」と言いました。Ｔくんは、誇らしげに、「いいよ、
　　これくらい？」と言いながら、両手に余るほどのブロックをＭちゃんに渡しま
　　した。
　　
　　レッスンの直後なので、遊びの時間にもロールプレイのような展開が見られま
　　した。
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　◇　匿名希望さんより、前号掲載　日立親子塾　高橋麗子さんの投稿への投稿です。　◇

　　麗子さんの△△ちゃんへの対応が温かくて素敵だなぁと思いました。きっと、
　　△△ちゃんのお母さんも良かれと思ってわが子に声をかけられたのでしょう。 

　　お母さんは全身でお子さんを愛して子育てしていらっしゃるのだと思います。
　　でも、２８レッスン終わる頃には、きっと言葉のかけ方に変化があるんだろ
　　うなと思ってしまう事例でした。麗子さんの投稿にはいつも考えさせられます。
　　なのに、なぜかおだやかな気持ちになれるのはどうしてかなぁー。
　　投稿が楽しみです。また是非っ！

    前号の高橋麗子さんの投稿をご覧になりたい方は、
　こちら　http://www.cfc-j.org/member/mm_no32.doc　からどうぞ。
　次号は、レッスン１１「よく聴く」です。
たくさんの経験談やレッスンの様子をmmm@cfc-j.org <mailto:mmm@cfc-j.org>でお
待ちしております！
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
 ● ＮＥＷＳ・フリー投稿コーナー
　◇　林さおりさんからの投稿です。　◇
　　横浜在住、林さおりです。地域のお祭りへ参加し、セカンドステップを紹介
　　することになりました。親子で参加できるような展示や、ミニセカンド
　　ステップをいたします。遊びに来ませんか？
　　日時：10月15日（日）13:00～16:00
　　場所：フォーラム南太田　大会議室（２F）「わたし（ぼく）の気持ち、お母さん（お父さん）の気持ち」
　　　　　　横浜市南区南太田１－７－２０　（京浜急行「南太田駅」徒歩2分）
　　　　　　http://www.women.city.yokohama.jp/minamiota/index.html
　　　　　　お問い合わせは、hayashi-s@cfc-j.orgまでお願いします。

　◇　植村　圭子さんからの投稿です。　◇
　　結婚以来、引越しのたびに大事に持ち歩き、未だ空かずの箱があった。秋晴
　　れのいい天気。風も爽やか。よし、今日こそ勇気を出してあけよう・・・
　　わっ☆・・・。出てきたのはなんと私が仕事をしていた時の保育記録やらこ
　　ども達からもらった手紙やら、当時の保育雑誌も！あまりにも懐かしくてし
　　ばし物置の中で時間を忘れてしまいました。ある保育雑誌の編集後記より・・・
　　「最近、アメリカのしつけの本を（もちろん日本語で）読みました。その中
　　で、子ども自身ではなく、子どものしたことを褒めるようにしましょう、と
　　あったのが心に残りました。このところ電車の中や公園で見かけるお母さん
　　に、この裏返しの例が多いように思えたので・・・。子どものしたことは非
　　難しても子ども自身を非難しないようにしたいものです。」
　
　　ああ～、お母さんの姿は○年たってもあまり変わらないようだけれど、今な
　　ら「どうしたの？と言葉がけして、子どもの気持ちや言い分に、まずは耳を
　　傾けるようにしたいものです。」とセカンドステップを知っている人が書か
　　ないかなぁ～と思っていたら・・・。
　　かゆいっ。栄養満点の私の血を蚊が無断でたくさん・・・。
　　問答無用でゆ・る・さん！！ 
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
● お知らせ
　◇　研修会ファシリテーターの募集　◇
　　第２３回および第２４回研修会にてファシリテーターを務めてくださる方を募
　　集しています。
　　詳しくは、研修会ディレクター林さおり氏　hayashi-s@cfc-j.org
　　<mailto:hayashi-s@cfc-j.org>　までお問い合わせください。
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
● 今後の研修会
　　第23回研修会（開催日　2006/11/18～19）東京
　　第24回研修会（開催日　2007/2/17～18）東京
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
投稿の際は、投稿者名（実名の可否、イニシャルなど）もご記入下さるよう
お願いいたします。
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